一 九 四 七 年 六月 六日 

私 は 遠足に 行く 子供の やうな 感動 を もって 病院 をで 

た。 私の 身辺に は 病人が あり、 盲腸から 腹膜と なって 

手術 後一 ヶ月、 まだ 歩行 不自由の ため 私 も 病院 生活 

一 ヶ月、 東京で は 六. 一 自粛な どと 称して 飲食店が 休 

業と なり、 裏口営業 などと いふ、 この 影響 如何、 悪政 

と 思 は ざ る か 、 新聞記者が そんな こと を 訊き にくる。 

つまり 私が 飲ン 平で 六. 一 自粛の 被害者の 代表 選手に 

見立てられ たわけ だが、 病院 生活 一 ヶ月、 私 は 東京と 

無縁の 生活で、 裏口 をく、 V る はおろ か、 自粛の マ ー ケッ 

トを 外から 眺めた こと もない。 



の 名人が 追 ひこ まれて ゐる、 心理の 複雑な 力 ケヒキ が 

勝負の 裏に 暗闘す るに 相違ない。 私 は それが 見た かつ 

た。 私 は 生来の 弥次馬 だから 名人 位 を 賭けて 争 はれる 

^ J の 勝負 を 最も 凄惨な スポ— ッと 見て 大いに 心 を惹か 

れ たもので、 死闘の 両氏に 面映ゆかった が、 私 は 然し 

私自身の 生存 を 人の ォモ チヤに さ、 げる こと を かねて 

覚悟に 及んでも ゐ るから、 私自身が この 死闘に 弥次馬 

たる こと を 畏れて はゐ なかった。 

病人の ことに かまけ て 第 七 回戦 を 忘れて ゐ たから、 

この 勝負が 千日手に 終った 時には 喜んだ もので、 翌日 

さっそく 次の 勝負の 観戦 を 毎日 新聞へ 申込む。 許可 を 



得た とき は 子供み たいに 嬉しかった。 

私の やうに 退屈し きった 人間 は、 もう 野球 だの 相撲 

だの、 それが ペナント を 賭けた もので も、 まだ るつこ 

くて、 見て ゐられ ない。 臍 を だす 女 だの 裸体に 近い レ 

ビュ— だの、 見る 気持に なった こと もない。 終戦 以来、 

たった 一 度 アメリカの 二 ュ— ス 映画 を 見に 行った ほか 

は (原子 パク ダン) 映画 も 劇 も レビ ュ —も 野球 も 相撲 

も 見た ことがない。 見たい と 思 はない から。 



思へば 空襲 は 豪華き はまる 見世物であった。 ふり 仰 

ぐ 地獄の 空に は 私自身の 生命が 賭けられて ゐ たから だ。 

生命と 遊ぶ の は、 一番 大きな 遊びな の だら う。 イノ チ 

を は つ て 何 を まう けようと いふ 魂胆が あるで もな い。 

文学の 仕事な どと いふ ものが、 やっぱり さう いふ 非 

常識な もので、 いは > それに 憑かれて ゐ るからの 世界 

であらう。 芸 ごと は みんな さう で、 書き まくって 死ぬ 

とか、 唄 ひまくって、 踊り まくって、 喋り まくって、 

死ぬ とか、 根 は どっかと 尻 を まくって 宿命の 上へ あぐ 

らを かいて ゐる 奴の やる こと だ。 

俺の 芸は 見世物 ぢ やない とか、 名 も 金 も いらない、 



私 は 昔から 木 村 名人が 好きであった。 いは y ヒィキ 

であった ので ある。 なぜなら 木 村 名人 は 闘魂の 権化の 

如き 人物で、 勝った めに は 全霊 を あげて、 盤 上 をのた 

くり ま はる やうな 勝負に 殉 ずる 「憑かれ 者」 だと 信じ 

てゐ たからであった。 

木 村 名人の 一代 前 は 関 根 名人と 云って、 この 人は将 

棋は 弱かった が、 将棋が キ レイで、 さすがに 名人の 風 

格、 などと 称せられた のであった。 弱い けれど 名人の 

風格な どと いふ バカ げた ことが 有るべき もので はない。 

強いから 名人、 それ 以外 はない。 

文学の 方で も 秋声 先生の 縮図な ど を 枯淡の 風格と く 



あるので ある。 

宫本武 蔵 は 勝負の 鬼であった。 彼 は 勝った めにあら 

ゆる 術策 を 用 ひ、 わざと 時間に おくれて 相手 を じらし、 

あるひ は 逆に 先 廻りし、 岸 柳が 刀の 鞘 を 投げる の を 

見て 「岸 柳の 負け だ」 と 叫んで 怒らせる。 剣術の レン 

マに 於て 細心 チ ミツで あるの みならず、 あらゆる もの 

を 即席に 利用し、 全霊 を あげ、 た y もう 勝った めの 悪 

鬼であった。 

然し 晩年の 武蔵は 五輪の 書 を かき、 剣の 術で はなく 

て 道 をと き 悟り をと き、 彼 は 太平と いふ 時代に 負けて 

しまったの である。 剣術 は 捂りを ひらく 手段で はない。 



と 収入が 違 ふ、 一度 ボ— チョウした 生活 をち V める の 

は 辛い からな、 文壇の 老大家 連 はこの 点で こぞって 木 

村 名人に 同情して ゐ るんだ ね、 と 言 ふ。 この こと は 朝 

日 新聞の K 氏から もき いて ゐた。 妻子の 生活が か、 つ 

てゐ るから 必死です よ、 と 木 村 名人 は 言って ゐ たさう 

だが、 私 は 不覚に して、 そこまで は 思 ひ 至って ゐ なか 

つた。 私 は 変に 切なくな つた。 金銭と いふ 奴 はまった 

く 切ない 奴 だ。 老大家の みならず 私の 如き 青二才で も 

その 点で は 木 村 名人に 同情す るに ャブサ 力で あるべ き 

箬 はない。 

私 は 何分もう すこしで 心臓が つぶれる ところで あつ 



ふの は、 昔の こと だ。 今 は 君、 政治家、 人格 円満な 大 

成 会 党 主 だよ」 

★ 

倉 島 君の 言葉の 通りであった。 心理の 闘争、 闘志が 

人間的に 交錯 するとい ふこと が、 この 勝負に は 完全に 

なかった。 た、 V 沈痛な 試合で ぁリ、 まったく 沈黙の 勝 

負であった。 

始まる からと いふので 倉 島 君の 案内で 手 合の 日本間 

へ 通り、 名人と 塚 田 八 段に 挨拶して 座に つく。 坂 田 八 



段 を モデルの 芝居 を 上演 中の 辰 巳 柳 太郎、 島 田 正 吾、 

小夜 福 子 三 氏が 見学に 来て つ、 V いて 座に つく。 

「では、 もう、 そろそろ」 

と、 木 村 名人。 小学校の 一 年生の 徒歩競走の 出発の 

やうな とりとめ もない 気配のう ちに 勝負が はじまって 

ゐる。 十 時 二分。 

先手の 塚 田 八 段、 第一 手に 十四 分考 へる。 途中で 便 

所へ 立つ。 木 村 名人 は 私達に 向って、 あなた 方 は 洋服 

だし 先が 長い こと だから どうぞお 楽に、 と 言 つた リす 

る。 

塚 田 八 段 七 六 歩 (十四 分) 木 村 名人 三 四 歩 (三分) 



と 盤へ 駒 を 動かして 教 へて くれた。 塚 田 八 段の 二 四 

飛に ついで、 

五六 歩、 同 歩、 八 八 角 成、 同 銀、 三 三角、 ニー 飛 成、 

八 八 角 成、 七 七 角、 八 九 馬、 一 一 角 成、 五 七 桂、 五八 

金 左、 五六 飛、 四 八 金 上ル、 七 九 馬、 五 七 金 スグ、 同 

馬、 四 九 王、 五八 金、 同 金、 同 馬、 三 八 王、 二 六 歩、 

二 七 歩、 四 八 銀まで、 三十 八手、 

この 時まで はまこと に ノン ピリした もの だ。 これ か 

ら両 棋士、 まったく 喋らなくなる。 芝居の 三 氏、 こん 

なと- J ろ を 見学した の は 全く 無意味で、 芝居が ハネて 

から、 深夜に 見学すべき であった。 



土 居 八 段が ビ ヅ コを ひき ひき M ボタン を はめながら 

な 力な 力 

二 局 碁 を 観戦して きたん ぢ やけど 却々 面白い」 大き 

な 声で 登場、 隣室の 間の 襖 をし める。 隣室に は 毎日の 

記者が ゐる。 襖 をし めても、 記者 を 相手に 途方もない 

大声で キイ キイ 喋リ まくって ゐ るから、 何にも ならな 

ヽ 

レ 

倉 島、 三谷両 君が 昼食 後 二階で 碁 を 打って ゐる。 い 

づれも 僕と 互 先、 文人 囲碁 会の なじみで あるが、 まも 

なく 村 松 梢 風さん が やって きて、 将棋の 方に は 顔 を だ 

さず、 二階へ あがって 碁 を 打ち はじめ、 これ また 僕と 

は 互 先で、 倉 島 君が そッと 来て、 



今度 は 左手 を 後に ついて、 手に よりか、 り、 あらぬ 

空間 を 見つめて タバコ を ふかす。 両膝を 立て、 それ を 

両手で おさへ て、 タバコ を 口にく はへ て パク パク やつ 

てる。 

すると 次に 坐り 直して、 上体 を グッと 直立、 腰 をの 

ばし、 左手 を 抉に 入れ 腰に 当て、 その ヒヂを 張り、 右 

手に タバ コを 高く か、 げて 盤面 を にらむ。 

庭 を 眺めて、 ァクビ をしたり、 セキ バラ ヒを したり 

急に フラ /\ 立 上って、 ぼんやり 庭 を 見て きたり。 

塚 田 八 段 は 殆どから だ を 動かさない。 概ね 膝へ 両手 

をのせ、 盤面 を 見下して ゐる。 別に 気力の こもった 様 



子ぢ やない が、 目が 疲れて にぶく 光り、 ショボ /\ し 

てゐ る。 

「どれく らゐ考 へた ァ」 

名人が さう きいた。 だる さう にタバ コ をく は へ て、 

かすんだ 目で 記録係 を 見た。 

「三時 間 三十 三分です」 

名人 便所へ 立ち、 戻って きて、 タオルで 顔 を ふき、 

口の 上 を 押へ てゐ る。 茶 をのみ、 茶碗 を 膝の 上に だい 

てる。 膝 を 立て、 両手 を 廻して 膝 をお さへ、 ク ハへタ 

バコ、 パク パク。 坐り 直して、 抉から 左手 を さしこみ、 

腰に 当て グッと ヒヂを 張り、 上体 直立 胸 を そらして、 



「どれく らゐ考 へました」 

「二百 五十一 一分です」 

そのと き 記録 員の 顔ぢ やなし に、 頭の 上の空 間をボ 

ンャリ 見て、 

「あ ゝ」 

舌つ、 V みの やうな 音 を 口中に、 そして、 すぐ 指した- 

五六 歩。 四時 間 十三 分が 終った ので ある。 塚 田 八 段す 

ぐ 同 歩。 そのと き 木 村 名人、 

「考へ て も …… 」 

何 か 眩いた が、 き、 とれない。 そして、 すぐ 八 八 角 

成、 同 銀、 三 三角、 二 一 飛 成、 八 八 角 成、 バタ バタと 



まるで 夕立に 干物 をと りこむ 慌た y しさ。 名人 茶碗 を 

とりあげて 一 口 のんで、 

「その 手 は どれ だけ 考 へたって？」 

「二百 五十 三分。 計 二百 七十 三分です」 

「ゥ ヮ」 

塚 田 八 段 右手 をタ タミに つき、 左手 膝の 上、 盤 を 見 

つめて 六 分、 キュッ と 駒 をと りあげて、 七 七 角、 打ち 

終って、 ゥゥ、 セキ バラ ヒ、 打たない 前と 同じ 姿勢で 

ジッと 盤 を 見つめる。 いつまで たっても 見つめて ゐる _ 

まだ 自分の 手番の やうに、 眉に シヮ をよ せ、 今の 手の 

効果が 気が かりで 思 ひきれ ない 様子で あつたが、 ふと 



ボン ャリ顔 を そらして 灰皿の タパ コ をつ、 いて 煙 を 消 

して、 ゥ、 ゥン とセキ バラ ヒ をした。 その 時 チラ リと 

あげた 目に ひどく 決意が こもつ てゐ た。 

フ ー ッと 息をして、 背の び をした。 塚 田 八 段の 姿勢 

がそのと き 始めて 揺れた ので ある。 

木 村 名人 は 上体 直立、 胸 を はって 腕組み、 口に タパ 

コ をく はへ て 盤 上 を 直視して ゐ たが、 腕組み をと いて、 

フゥ ヮリと 手が のびて、 八 九 馬。 間髪を入れず 一 一角 

成、 五 七 桂。 打ち 終って 木 村 名人 庭 を 見る。 つ、 V いて、 

チヨ ツチ ョッと 舌つ V み を 打ちながら、 部屋の あち こ 

ち を 見廻す。 その 目 は 腫れた モ— 口 ー たる 目で ある。 



塚 田 八 段 十分 考 へて、 五八 金 左。 すぐ 五六 飛、 六 八 

桂、 三分 考 へて 四 九 桂 成、 同 王、 五八 飛 成、 同 王、 六 

二王。 

例の 夕立に 干物の バタ バタ バタで、 私の かねての 狙 

ひ、 どこで 手が 変る か、 その 手が 変って ゐ たの だが、 

私に は それが 分らぬ。 私 は 手 を 見て ゐ るの ぢ やなし に 

打つ 人の 顔 を 見て、 顔で 判断して ゐ るの だが、 劇的な 

何物 もな く、 た> バタ バタ バタの 一瀉千里、 片が つい 

てゐ たの だ。 五六 飛の 次、 二十 七 手 目、 六 八 桂で 変つ 

てゐ た。 

私 は 将棋が 分らない から、 どこで 変る か、 そんな 見 



よく 聞き とれない。 それから 膝 をく づ して、 目 をつ 

ぶって、 タバコ をく はへ てゐ たが、 便所へ 立つ。 戻つ 

てきて、 廊下から、 

「君、 ヌル マユ を 貰って きて くれない か」 

「ハ ？」 

「ヌ. ル • マ • ュ。 少しね」 

と 大きな 声。 そして 隣室へ。 薬 をのんだ ので ある。 

そして 休憩に なった。 正 六 時。 一同 立つ。 

倉 島 君と 私が ふと 対局 室へ もどって みると、 部屋の 

隅に 人が 一 人ね てゐ る。 仰向けに 長く のび、 目 をと ぢ、 

額に 手 を くんで ゐる。 塚 田 八 段であった。 



私の ヒロ ポン をの ませた。 彼 はこの 薬品 を 知らな かつ 

たので ある。 効果 テキ メン だから、 塚 田 八 段に も 飲ま 

せようと 思った の だら う。 

気の毒 だから、 と 倉 島 君が 言った が、 両 棋士、 まつ 

たく 無慙に 疲れき つて ゐる。 然し 将 棋界で は ヒロ ボン 

が 全然 知られて ゐ ない らしい。 疲労 見る も 無慙だ か ら 、 

こんな 時 ヒロ ポン のむ のが、 ヒロ ボンの 最大の 使 ひ 場 

所と いふと ころで、 私 は 二人に 教 へて やらう かと 思つ 

たが、 塚 田 八 段 は 虚弱な 体質で、 私が すゝ めた ばかり 

に ヒロ ポン で 命 をち V めた などと な つて は ネザメ が 悪 

いと 思った から、 やめた。 夜になる とニュ ー ス 映画の 



一隊が 勝負の 結末 を 待って 詰めて ゐ たが、 この 連中 は 

頻りに ヒロ ポンを 注射して ゐた。 

夕食後、 夜に なり、 ガラス戸の 向 ふの 庭が 真ッ 暗で、 

何もなくなる。 宇宙が この 部屋 一 ッ になった やうな 緊 

張が、 部屋 いっぱい、 はりつめる。 

木 村 名人 端坐 黙想し てゐ たが、 ふところから メタ ボ 

リンの 錠剤 を とりだした とき、 夕食 前から ひきつ、 V い 

て考 へて ゐた塚 田 八 段、 五三 歩 (六十 八 分) 



恰好で 目 をと ぢて考 へ てゐ る。 

五分 後に 又の ぞいて みると、 もう タバコ を 持って ゐ 

ない。 両手 を だら りと 垂れて、 ぐったり 目 をと ぢて、 

のびて ゐる。 全然 考 へつ、 ある 顔で はない。 大きな 疲 

れ。 大きな 苦悩 そのものに 見える。 

十分 後、 又の ぞいて みる。 全然 同じ 姿、 た >、 口が 

だらしなく 開いて ゐる。 

食堂で 加 藤 八 段の 解説 をき いて ゐ ると、 倉 島 君が は 

い つてき て 私の 肩 をた ゝ いて、 

「おい、 ひどい ぜ。 名人が 応接間に のびて ゐ るぜ」 

「あ、、 知って る」 



きこえた 大陸 的な 三昧 境で、 階下に 心の 残る 私の 焦躁、 

こうあら そ い 

すると 又 運 わるく 劫 争ば かり、 私 は 悪手の 連発で、 

形勢 大 不利、 ぇゝ 面倒 アツ サリ 負けようと 考へ もせず 

ポ ィポィ 置く うちに、 村 松さん 沈思 長考、 私 以上の 悪 

手 を 打って 勝手に 負けて しまった。 私が 五目 勝って し 

まった。 もう 一局と いふの を 辞退に 及んで 階下へ 蚯け 

下りる。 

名人の 応手が 五 四 歩 (八十 九分) 同 馬 (三十 七 分) 

六 四 金、 三 六 馬 (士 一分) 五 七 歩 (二十 四 分) 同 王 (二 

十 一 分) 

これ だけ 進行して ゐた。 合計 百 八十 三分。 へボ 碁の 



りさけ る やうに 満ちて ゐる のが、 殺気な の だ。 だら し 

なく 向 ひ 合って ゐる膝 をく づ した 両 棋士、 必死の もの 

を 電流の 如く 放射す る、 それ は 二人の 人間のから だか 

ら でも 精神 気 魂からで もな く、 私に は それが もうた y 

宿命、 のがれが たい 宿命、 それが 凝って 籠って ゐ るか 

らだ、 と 思 はれた。 

もう 勝負が きまって ゐ るの だ。 勝負 ぢ やない。 名人 

が 名人で なくなつ たとい ふ、 たと へば 死刑囚が 死の 台 

へ 歩いて 行きつ、 ある やうな。 

それでも、 木 村 名人の 態度が、 改まる。 悪党が 居直 

る 凄み、 に はかに 構へ に 力が こもって、 手 を延し ざま 



る。 

今度 は 木 村 名人が グッと 盤への しか ゝる。 顔ば かり 

ぢ やない。 その 頸の 根まで、 真ッ 赤な の だ。 タバコ を 

つけ 左手に もち、 例の マネ キ猫、 空間 をに らんで、 口 

を ひらいて、 考 へて ゐる。 手と 口が、 かすかに ふるへ 

てゐ る。 

五 九 銀 (六 分) 

木 村 名人、 又、 パ チリと 叩いて、 天井 を 仰ぎ、 ゥ、 

ゥ、 ゥ、 と 大きく 唸る。 左手に タバコ を かざした ま、 

塚 田 八 段、 グイと 膝 をのり だして 

六 四 香 ( 一 分) 



音な く、 指で 抑へ てス ー と 突き だす。 

同 歩。 これ も 音な し。 名人 キュッ と 口 をし めて ゐ る。 

塚 田 八 段、 眼鏡 を 外して ふく。 顔面 益々 紅潮、 左手 

を 膝に つき、 右手 をフ トコ 口 手、 左腕 を 抑へ て、 前 か V 

みに、 からだ を 幽かに ゆすって ゐる。 五分。 七 五桂 打。 

パ チリと 打ち、 もう 一度と りあげて、 パ チリと 叩く。 

木 村 名人、 小手 を かざして 眺める とい ふ、 あの 小手 

を かざして、 眉を搔 きながら、 盤 を 睨んで、 何 か 眩い 

たが、 き、 とれず、 すぐ その あとで、 ィ カンナ、 と 眩 

く。 

顔面 朱 を そ、 いだ やうで ある。 シャ ゥガナ イナ、 と 



かすかに 眩いて、 首 を ひねりながら、 七 二 銀上ル (四 

分) 指して 胸 を そらし、 両腕 を 袖口から 差し こんで 腰 

に 当てて 肱 を はり、 厳然 盤 を にらむ、 が、 や、 あって 

チラと 人々 の 顔 を 見廻して、 チヨ ッ、 舌ッ ヅミ、 何 か 

眩いた が、 …… タナ、 最後の タナ だけし か 聞き とれな 

ヽ o 

レ 

六 三 金 (五分) 

名人 又 眩 やく、 きゝ とれず。 

十二分。 同 銀。 塚 田 八段考 へこむ。 目 を ショボ く 

させて ゐる。 

名人 右手で 口の あたり をつ かみ、 むしる。 次第に 下 



それだけ、 きこえる。 

塚 田 八 段、 五 二 歩ナリ ( 一 分) 

名人 腕 を 組み、 サゥ 力と 眩いて、 その ま、 口 を あけ 

てゐ る。 塚 田 八 段、 タオル をと つて 鼻の 下をゴ シゴシ 

こすり、 私 を チラと 見て、 便所へ 立った。 すると 名人 

盤に かゾ みこんで、 

「どうもい けね えこと (ショウ ブ) した」 

と 眩いた が、 コト、 ショウ ブ、 よくき、 とれない。 

眼鏡 を 外して、 タオル を 顔に 当て、 目のと ころ を 抑へ 

てゐ る。 頸 を ふく。 

塚 田 八 段、 便所から 戻り、 この 時分から、 決然たる 



色が ハツ キリ 顔に きざまれ たので ある。 そして、 どう 

にで もして くれと いふ やうに、 腕 を 組み、 からだ をよ 

ぢら せて ゐる。 

木 村 名人 ァク ビ。 又 タオル をと り、 顔 を ふき 手 を ふ 

き、 ァ ー と 言 ひ、 つ y いて 何 かつぶ やく。 ボ— ィがぁ 

つい コー ヒ— を 運んで きたが、 冷えき つたお 茶の 方 を 

とりあげて 飲み、 ゥゥ ー ンと 唸り、 タバコの 箱 をと り 

あげたが カラ だから、 

「タバコ はない か」 

倉 島 君が タバ コを 渡す。 

「名人 あと 三十 分です」 



ゥゥ、 ゥゥ、 せき ばら ひする。 

六 一 と。 

「 …… ガ ァスコ 二 …… ネェ 力」 

名人 か y みこんで 考 へながら 眩く。 又、 何 か、 一言。 

又、 何 か。 腕組みながら。 

三 五角。 二度 コマ をた、 く。 すると、 すぐ、 四 六 歩、 

これ も 一 一度た、 く。 

「名人 あと 十分です」 

「ゥ ン」 

それから、 

「何分で もい、」 



たぶん、 さう 眩いた の だら う。 名人に 最も 近く 坐 を 

占めて ゐる のが 私な の だが、 その 私に、 すべて、 き、 

とれない 眩き なので ある。 顔に 右手 を 当てて ゐる。 額 

に 当てて、 さすって ゐる。 たぶん 名人す でに 顚倒、 為 

しつつ ある ことが、 眩き つ、 ある ことが、 すべて 自ら 

無自覚で はない かと 思 はれる 様子で ある。 

「マ ァ、 かう やっと かう か」 

と、 七 九 馬。 そして ァゴを 押へ る。 

塚 田 八 段、 セキ バラ ヒ、 か、 V みこみ、 自陣を 見て ゐ 

たが、 次に 敵陣 を 見て、 それから バタ バタ 一瀉千里。 

三 二 龍、 同 銀、 八 三 桂 成、 同 王、 八 四 銀。 



同時に 名人の 姿態が ぐらり と ゆれて 右に 傾いた。 骨 

のない 軟骨 だけの からだの やうに グ ニヤく と ゆれて、 

「それまで」 

グ ニヤ/ \ のま、、 コマ をつ かんで パラ リと 落した。 

一秒の 沈黙 も 苦痛の 如くに、 すぐ 語 をつ けたして、 

「五 四 歩が いけない。 こ、 へ 金 を 打 つんだった」 

「どこ？」 

「こ、。 六 四」 

それまで、 と 駒 を 投じた 名人の 声 は、 少し 遠く 坐 を 

占めた 人に はき こえなかった のぢ やなから うか。 グ 

ニヤく く づれる 肉体の キシム 音、 かすかな、 それ 自 



体グ ニヤ/ \ したやうな 音だった。 その 時、 二 時 二十 

四 分。 

こゝを かう 指すべき であった、 こゝ がいけ ない、 か 

う 指して、 かう きたら、 かう、 名人、 喋り まくる。 ど 

こから 出て くる 声 だら う。 日本紙 をハリ つけた やうな 

声 だ。 かすれて、 ひきつり、 ひからび、 ザ ラザラ し、 

喉よりも 奥から 出て くる 音ぢ やない。 すぐ 喉の あたり 

で 間に合せに 製造して ゐる 声で、 喋り まくらなければ 

いけない の だら う。 声が とぎれな くと も、 時々 フッと 

諦め きれない 泣き顔になる。 どうしてい、 のか、 自然 

にから だが、 グ ニヤ/ \ くづれ て、 へこみ 崩れし ぼむ 



ぎる 頃から 勝負の 数 ハツ キリして、 逆転の 余地が なか 

つた。 夜の 零時と いふ 頃に は、 恐らく 運命の サイコロ 

すでに 定まり、 人力に よる 転換の 余地 もなかつ たから、 

エキサイト せず、 木 村 名人が コマ を 投じた 時、 その 時 

に 至って こと 新しく 勝利 を 自覚す るに 及ばなかった の 

だら う。 

然し、 私に とって は 将棋 そのものの コマの 動きが 問 

題ではなかった。 それ は 見て ゐて、 元々 私に 分リ やし 

ない。 十 年 不敗、 なかば 絶対と 云 はれた 王者が、 王者 

の 地位から 転落した。 その サイコロが 対局の なかばす 

ぎから ほ V 動かしが たくな り、 悪魔に 襟首 をつ かまれ 



ながら、 名人、 必死に 居直って ゐた、 それ はもう、 塚 

田 八 段との 争 ひで はなく、 転落の 王者が、 運命の 悪魔 

との 争 ひ、 勝つべく もない ムダな 争 ひ、 凄惨 見る に堪 

へざる ものであった。 私 は 近親の 臨終 を 見る よりも 苦 

しかった の だ。 

徹夜で 待ち かまへ て ゐたニ ュ ー ス 映画の 一 隊が時 を 

移さず 撮影に か、 る。 ごた/ \ ひつく りか へ る 騒ぎ。 

名人 そんな こと も 気がつか ぬらしく ひきつ リ、 うはず 

つた 顔、 声、 コマ を 動かしつ > ける。 二十 分す ぎて、 

二 時 四十 五分、 はじめて 名人の 顔に、 つくり 物で は あ 

つたが、 笑顔の 一種が 浮かぶ ことができた。 



私 はもう ゥ ンザリ した。 村 松さん を 探し だして、 

「 一 戦 やり ませう」 

「ァ ヽ、 やり ませう」 

一 一階へ あがった。 

* 

新聞社の ゥ イス キ—、 土 居 八 段 持参の 自慢の 銘酒、 

二 〇 度 あるん ぢゃ、 水に 一割、 わって 飲む、 とい ふ 品 

物、 あけがた、 いくらか 酒が ま はって、 新旧 名人、 赤 

い 顔、 木 村 名人 も 人心地 を とりもどして ゐた。 



分が その 法律に さばかれて 死んだ とい ふショ ー ォ ー ね、 

私が 規則 をつ くって、 規則に 負けた、 私 は 持 時間 八 時 

間ぢ ゃァ、 指せない ね。 読んで 読みぬ くんだ から。 私 

は 時間に 負けた。 ショ ー ォ ー なんだ ね」 

「ショ —ォ ー。 僕 は 学がない からね。 字を教 へて よ。 

どんな 字 かくの？」 

倉 島 竹 一 一郎が ヅケ ヅケ言 ふ。 

「商業の 商。 ォ— はね ォ ー は 面倒な 字 だ、 リツ シンべ 

、メカな」 

商怏 とで も 書く のか。 自分で つくって、 自分で やら 

れた、 つまり、 ムッシュウ. ギヨタン だら う。 



方に 忠実な ので ある。 名人に とって は 将棋 は 遊びで は 

ない 害で、 わが 生命 を さ ゝげ、 一生 を 賭けた 道で はな 

いか。 常に 勝負の ギリ ギリ を 指し、 ぬきさしならぬ 絶 

対の コマ を 指す 故、 芸術たり うる。 文学 も 同じ こと、 

空虚な 文字 を あやつって 単に 字面 をと 、のへたり、 心 

にもない 時局 的な 迎合 をす る、 芸術たり うる 害 はない _ 

千日手が 絶対た るべき ものなら、 それ を 避けて 出た 

名人 は フェア プレ ー どころ ではなく、 将棋に 忠実 誠実 

でなかった もので、 即ち、 負ける 当然な 性格だった。 

往年 木 村 名人が 覇気 横溢の ころ 双葉 山 を 評して、 将 

棋は 序盤に 負ける と 勝負に 負ける。 字 盤に 位 を 制する 



名人な どと は、 つまり 横綱の 世界で、 実力な くして 権 

威たり うるから、 風格に よって 地位 を 維持す る。 する 

と 人々 は (日本人 は) 実力よりも 風格 を 信じ、 風格が 

あるから、 偉い、 とい ふ。 

日本の 政治が、 政治家が さう だ。 文学まで、 さうな 

ので ある。 政治 は 政策が 主要な もので 風格な ど 問題で 

はない の だけれ ども、 日本で は 政治と いふと 人心 

シュ— ラン 術の やうな もので、 敵と 妥協し、 商談して、 

まとめ あげる 手腕な どが 政治 だと 思 ひ、 政策、 政策の 

実行、 その 信念、 それ を 二の次に して ゐる。 

棋士が 将棋に 殉 ずる 如く、 政治家 はわが 政策に 殉ず 
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